


世田谷清掃工場で放射セシウムなど検出
23 区内のすべての清掃工場でも

　23 区の清掃工場を管理している 23 区清掃一部事務組合は 27 日、世田谷清掃工場を含む
23 区内すべての工場の焼却灰などから、放射性セシウムが検出されたと発表しました。検出
されたセシウムは、最大で江戸川工場の 9740 ベクレル /kg。世田谷清掃工場は 3110 ベクレ
ル /kg、千歳清掃工場では 2940 ベクレル /kg でした ( 飛灰のデータ。詳しいデーターは清掃
組合のホームページなどをご参照ください )。

1、8,000Bq/kg を超える飛灰 ( 注 ) については、東

京都の管理する一般廃棄物最終処分場 ( 管理型最終

処分場 ) に場所を定めて一時保管する。

　一時保管の方法は、「福島県内の災害廃棄物の処

理の方針」( 平成 23年 6月 23日 ) に準拠する。

なお、一時保管の準備が整うまでの間、　

8,000Bq/kg を超える飛灰については、 当該清掃工

場灰貯留槽等に保管する。

2、8,000Bq/kg 以下の飛灰については、東京都の

管理する一般廃棄物最終処分場 ( 管 理型最終処分

場 ) に場所を定めて主灰と分けて、埋立処分する。

3、一時保管の期間は、国による新たな飛灰の取扱

方法が定まるまでとする。 

4、 国に対し、新たな飛灰の取扱方法の策定を要請

する。

(注 ) 飛灰とは、ろ過式集じん器などで捕集した排ガスに含ま

れているダスト ( ばいじん ) をいう。 

* 主灰については、8,000 Bq/kg 以下であるので、「福島県内の

災害廃棄物の処理の方針」に基づいて埋立処分する。

清掃一部事務組合が発表した当面の
処理方針 (6 月 27 日 ) より

工場周辺の汚染調査の徹底を

区に厳重な安全対策を申し入れ

日本共産党

　日本共産党区議団は今回の事態を受け、
29日、厳重な安全対策と住民への情報公
開などを区に申し入れました。

きめ細かい放射線量調査を

　申し入れでは、焼却灰の保管や搬出・運
搬の際の安全管理の徹底、溶融スラグの活
用の中止と安全管理の徹底を求めました。
　また、焼却灰に散布した水など清掃工場
からの汚染処理水や、清掃工場の煙突口も
含めた場内のモニタリング調査の継続的な
実施、情報の速やかな公開などを求めてい
ます。

　一般廃棄物の焼却灰から放射能が検出さ
れたということは、区内に広く放射性物質
が飛散している可能性を示唆しています。
申し入れでは、区内での一層きめ細かな放
射線量の測定と公開を求めました。


